





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 9 月 5 日に忠震は、御用済みとして外交と














































































幕末・維新期の対外観の転回 （ 9 ）
が、幕末維新期の日本の政局を主導するよう
になり、一国中心主義的な国策をよみがえら
せることになった。そして「世界普遍の道理・
道義」への志向が失われた結果、軍事的強者
としての西欧諸国に追従する「脱亜入欧」の
路線が、明治新政府の国策となった。その当
然の結果として、軍事的弱者としての中国・
韓国などアジア諸国を蹂躙することに対して
無感覚・無責任な態度を、日本の国民各層に
植え付けることになったのである。
　この「脱亜入欧」の対外政策の形成に大き
な影響を与えたのは、『学問のすゝめ』『文明
論之概略』の著者として有名な福沢諭吉（1834
～1901）である。諭吉は若いうちに儒学と訣
別し、もっぱら蘭学や英学を学んだことか
ら、昌平黌で儒学の王道を骨身に刻んだ忠震
と違って、儒教古典に内在する世界普遍の道
理への信頼の念が乏しかった。その結果、諭
吉は世界の諸国家の上にあって諸国家の行動
を等しく拘束する国際法（万国公法）について、
それなりの理解を示しているものの、結局の
ところ弱肉強食的な国際権力政治の中で生き
抜くためには国際法なんかにこだわっていて
は駄目だ、と唱えるようになったのである。
そして明治11年（1878）の著作『通俗国権論』
では、「百巻の万国公法は数門の大砲に若か
ず」と説き、世界普遍の道理よりも武力を優
先する軍事志向を表明している。さらに明治
17年には自分の主宰する『時事新報』におい
て「脱亜論」を唱え、もっぱら富国強兵につ
ながる智力の増進を力説するようになった。
　明治前期の啓蒙思想を代表する明六社グ
ループの中で、前記の諭吉とは対照的な道
を歩んだ思想家として中村敬宇・正直（1832
～91）が注目される。敬宇は31歳の若さで幕
府儒官の要職に抜擢されたが、蘭学・英学に
も精通し、幕末期のイギリス留学を経てキリ
スト教に入信した。明治初期には英訳書『西
国立志編』『自由之理』などの出版で知られ
るが、為政者の使命は道義の達成であるとい
う儒教思想の伝統を守りながら、積極的に西
洋の近代思想を紹介する仕事に従事した。敬
宇は国家防衛の中心を力ではなく道理である
と説くとともに、この道理を世界に対して押
し広げようとする積極的な国際平和主義を提
唱した。当時は「腕力世界」「優勝劣敗」「競
争社会」と呼ばれる帝国主義的な植民地争奪
が激化する国際環境にあり、しかもそれを合
理化するような「社会進化論」の流行という
思想状況の中で敬宇は、日本の富国強兵は日
本がどれだけ道理を達成できるかに関わって
いる、と強く主張したのである。大切なのは
仁善を尽くすことであり、そうすれば富国強
兵も自然にかなう、という楽観的な考え方で
あった。自国の富国強兵を主張する場合でも、
普遍的な道理への配慮があったから、野放図
な侵略主義に陥らずに済んだと言えよう。
　敬宇にとって世界平和とは、人々がその下
で単に豊かな生活を享受するだけでなく、さら
に知性や徳性を向上させていく状態を意味して
いた。敬宇は世界の諸国が土地と人民とを返上
し、万国公法の下に一大国会が設立され、“世
界連邦”が形成されるような日がいつか到来す
る、という世界平和実現の壮大な構想を思い描
いていた。また、仁愛のあふれた儒教をキリス
ト教と共に高く評価し、中国や朝鮮への蔑視感
情をまったく持たなかった。日・清・韓三国の
関係を同文同種ととらえ、西洋諸国の侵略に対
しては連帯して抵抗すべし、とも説いていた。
しかしながら、幕末期の岩瀬忠震を思い起こさ
せる中村敬宇の上記のような言説に対して、明
治国家の指導者たちは共感や理解の姿勢を示す
ことはなく、逆に無意味な言説として嘲笑・黙
殺したのである。
　その後の日本の対外政策は、いくつかの戦
争を体験して若干の変動はあったものの、大
きな軌道修正をすることもなく、今日に及ん
でいる。それだけに幕末期に一国の利害を超
えた世界普遍の道理の尊重を訴えた岩瀬忠震
の言説は、今も私たちに未解決の課題を提起
－ 108 －
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しているのではなかろうか。
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